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【目的】本研究の目的は、アメリカ家政学会誌
し、家政学の本質を明らかにすることである。
基づく分析によって各研究領域の研究動向・研
した個別的な（個々の研究者や組織による）研
ような時代的・社会的ニ ーズに応えるものとし

通して、その研究動向を明らかに
はすでに、研究論文の内容構成に
を捕らえてきた。また、こう
学という学問体系の中でどの
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る試みとして、家政学の定義にかかわる諸説、ならびに、学会組織としての活動の指針と
なる学会会則の目的条項表現の変遷について検討してきた。引き続き本報では、アメリカ
家政学会年次大会の統一テーマを中心に、現象の要因となる時代的・社会的ニ ーズを学会
組織としてどのように捕らえてきたのかを明らかにすることを研究の目的とした。
【方法】①学会発足から現在に至までの各年度における年次大会の開催有無 一回数などを
把握した。②開催された年次大会毎の統一テーマを把握した。③統一テーマ決定にいたる
準備委員会などの報告、関係論文、年次大会結果報告に関わる学会誌掲載論文などから時
代背景とテーマの趣旨を把握した。④時系列的に統一テーマの傾向を把握し、研究動向と
の関係を分析した。
【結果】年次大会が開催されなかった年次、２回開催された年次、統一テーマが設定され
なかった年次などが明らかとなった。統一テーマについての研究プロジェクトが組まれた
り、先にみた学会会則の目的条項表現の修正に統一テーマが具体的に反映されてきたこと
が明らかとなった。個別的な研究の中にも統一テーマに呼応するものが多くみられた。

2Qa －5

家 政 学 に お け る 典 型 研 究 法 の 意 義 巾
－その視点－

〇金田利子※　岸端康代※　森圭代※　（※静岡大）

目的：家政学の特性は、総合性と実践性に求められてきた。しかし、その理念がどれだ
け具体的研究に具現化されてきたかと問うて見たとき、必ずしも十分に探求されてきてい

るとはいえないように思われる。それは何故か、誰に問うのかを考察してみる必要があろ
う。調査においても、ランダム抽出法では、一般の傾向はでるが、ではどうしていけばよ

いのかという、一人一人の実践的課題と結びつけるのは、そこにもう一つの研究が必要に
なってくる。ここでは、生活者としての総合性・実践性のある研究には、「典型に問う」
という研究法が不可欠なのではないかということを具体的研究をもとに提案したい。
方法:    （1) では、これまで、最も厳しい状況にある家族や子どもの発達の状況をやや

もすると例外としてとらえられてきている向きもあるように思われるが、それを、単に例
外ではなく、「本質的な矛盾の結節点」としてとらえ直すことはできないか。そこから導
いた法則が多くの人の生活に活用していける原則が抽き出せないかなど、典型研究法の先
行研究にあたりつつ、家政学における典型研究法の不可欠性について、その視点を考察す

る。（２）（３）においては、それぞれ具体的な典型に問う研究について報告する。
結果と考察：親としての発達を障害を持つ子の親を典型としてみた研究、及び保育問題
の実態を認可外保育所に預けている親の声を典型としてみた研究から、今後検討していく

べき課題とともに、「客観世界の発展（すべての人の平等・人権・参画・共生等）の線に
そった本質的な矛盾の結節点」としての問題が明らかになり、人々の実践的課題が見いだ
しやすいということが示唆された。
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